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油水分離槽の清掃を行っていますか？

油水分離槽は、危険物や油混じりの排水等が、敷地外、特に河川や公共下水

道等に流出拡大するのを防いでくれます。

しかし、清掃を怠ると装置の機能が十分に発揮されません。日ごろから油水

分離槽を点検し、清掃を確実に行いましょう。

１ 清掃の確実な実施

油水分離槽の蓋を開けて、油が溜まっていないか、土砂等が堆積していな

いか確認してください。油水分離槽につながる排水溝も併せて確認してくだ

さい。

日ごろから油水分離槽を点検し、清掃を確実に行いましょう。

２ 事故事例

出典：総務省消防庁「危険物等事故報告オンライン処理システム」

３９ 油水分離槽の清掃

① 給油取扱所において、油水分離槽に土砂等が堆積し軽油も浮いている

状態であった。そのため、降雨時に雨水を処理しきれず、軽油が付近の

側溝に流出した。（Ｈ２０）

② 一般取扱所において、ためます内の清掃が行われていなかったため、

溜まっていた灯油及び重油が降雨により溢れ出し、一部（約１０リット

ル）が事業所敷地内の側溝から河川に流出した。（Ｈ２０）

油水分離槽の例

（蓋を開けたところ）


